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	平成30年度　老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業分）認知症サポーター等による認知症当事者本人及び家族にかかる支援方策に関する調査研究事業 報告書
	【確認用ＰＤＦ】完了報告書_0190408
	はじめに
	特定非営利活動法人ミーネットは、自治体や医療機関と協働あるいは連携し、がんのピアサポート活動に取組んでいる団体です。がんの体験者が一定の研修を受け、がん体験と研修で学んだ知識を活かし、がんの悩みを抱えた人を同じ立場でささえます。
	おもに名古屋市がん相談・情報サロン ピアネットや愛知県内のがん診療連携拠点病院において活動し、対面ならびに電話相談をはじめ、がん種別の患者会などグループサポートも実施しています。
	近年、活動を通して、ピアサポーターにとっても、がんの相談者にとっても、認知症は他人ごとではないと実感するケースが増えました。そのため、ピアサポーターのフォローアップ研修に「認知症サポーター養成講座」を組み入れ、さらに「認知症状が見られる高齢がん患者への対応」についても学んでいます。
	社会全体のニーズを受けて、認知症養成講座の修了者は1千万人を超えたと発表されています。しかし、先行研究等によると認知症サポーターの実践的な活動は、必ずしも活発とは言えないようです。
	私たち、がんのピアサポーターの中にも、認知症を発症した家族の介護経験者は少なくありません。その中には、自身の認知症介護の経験を活かして、認知症当事者やその家族と同じ立場で支援に取組みたいと熱意を示す人もいます。
	こうしたニーズをすくいあげ、認知症サポーターの活動を活発に展開していくために、私たちの活動の仕組みが応用できないだろうかという発想から、本事業に取組むこととなりました。これまでの活動の実践を通して、地域で展開するボランティア活動は当事者が主体となってこそ、地域に根付くという思いもあります。
	本領域の専門家の協力を得ながら「実践」をキーワードに、これまでの認知症サポーター養成と連動する形での、認知症サポーターの育成と活動の仕組みづくりに取り組んでいきたいと考えています。
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